
１　経済動向に係る企業等の声（7-9月期）

地域の経済動向（令和6年7-9月期）
《道南（渡島・檜山）地域》

（道南） 

 

【建設業】 

・ 業績は好調に推移しているが、人手不足は深刻であり、業績向上のネックになっている。都会に人

材を奪われており、地域に人材が残らない。（建設業） 

・ 高卒はここ５、６年ほど入社してもすぐに退職して残っていない。今年から外国人労働者を受け入

れ始めたが、日本語を話せるのが約半数。社宅には個室を作るなど、リフォームに 2千万円程度費や

した。受入に際して困っている点は、強いて言えば我慢する癖がある様子で、思ったことはすぐに言

ってほしい。（建設業） 

 

【製造業】 

・ 協力会社を求めているので、やる気のある企業に半導体装置製造業分野に参入して欲しい。そのた

めには、当社の機械・技術を提供する。（製造業） 

・ 人手不足が顕著な上、年々、従業員の平均年齢が上昇しているため、焦りが出てきた。当社工場で

クリーンルームに空きあり。敷地もかなり空きがあるため、有効活用を検討している。（製造業） 

・ 造船の魅力を知らない若者が多いため、進水式や見学会などを積極的に開催して、当社の名前や造

船の情報・魅力を色々な方々に知って貰えるように努力している。海外からの実習生の受け入れも行

っている。（造船業） 

 

【卸売・小売業】 

・ 食肉加工の際に燃料を使うので、燃料価格等原材料価格の高騰は経営に痛手であるが、夏の海水浴

客などで飲食店の客入りが多かったので、お菓子の生産が間に合わなくなることもあるなど、経営的

には好調である。（食料品小売業） 

・ 年間を通じて安定的に売り上げを確保したいが、どうしても冬期の売り上げが落ちるため、通販の

強化が課題。（食料品小売業） 

 

【運輸業】 

・ 新規レンタカー事業が軌道にのっている。函館空港と連携して、乗り合いタクシー実証実験を行う。

（道路貨物運送業） 

 

【サービス業】 

・ エネルギー価格の高騰が施設の経営を圧迫している。特に電気代、おむつ等衛生資材費が上昇して

いることが施設の運営を厳しくしている。（介護福祉） 

・ 人手不足が続いており、春以降ベッドを埋められない状況が続いている。（介護福祉） 

・ 離職者を補充できるような採用ができない。特に長期間働けて、幹部候補になり得る若手人材の応

募はほとんどない。（介護福祉） 

・ 募集しても応募は少ないため、外国人の雇用も始めている。国籍はベトナム、カンボジア、インド

ネシアなど。（介護福祉） 

・ 人手不足が一番の経営課題である。介護は人手がなければ入所者も増やすことができず、結果とし

て経営が厳しくなる。（介護福祉） 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

渡島信用金庫

道南うみ街信用金庫

R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

判断理由方向感

冬期間の燃料高が業種問わず発生すると予想
され、天候の影響も大きいものと考えられること
から、「下降傾向」と判断した。

次期業況DIは、概況で1.8 ポイント、売上額DIで
9.6 ポイントの悪化予想となっており、収益DI
は、2.8 ポイントの良化予想となっている。一部
業種ではインバウンドを含めた観光客の入込み
増加による改善が進んでいるものの、引き続
き、原材料高、物価高、人手不足等により、総
合的に判断し「やや低調」から「変わらない」とし
た。

判断理由

④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に好調

次期見通し

好調 やや好調 普通 やや低調 低調 非常に低調

渡島信用金庫

道南うみ街信用金庫

現在の景況感

今期の業況DIは前期比4.6 ポイント、前年同期
比でも2.3 ポイントの良化となり、売上額DIは前
期比1.8 ポイント減少、収益DIは前期比1.0 ポイ
ント増加している。サービス業等では国内旅行
客やインバウンド等により改善傾向に変わりは
ないものの、小売業や製造業は改善の進みが
依然として弱く、卸売業は悪化に転じており総
体ではマイナスから抜け出しておらず、前期と
同様の「やや低調」と判断した。

２ 道内金融機関から見た地域景況感（7-9月期）

総合
生産
動向

消費
動向

道南地区では、観光業が回復基調となり、宿泊
や飲食が好調。農業は天候不順で伸び悩み、
漁業は水揚げ量の減少やコスト増が影響してい
る。全体では「普通」と判断した。

① ② ③



R3-Ⅳ

△ 8

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省
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３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

４ 各種経済指標
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